
安
倍
首
相
は
１
月
４
日
の
年
頭
会
見
で
、

改
憲
案
の
国
会
提
出
、
改
憲
発
議
へ
の
意

志
を
明
確
に
し
ま
し
た
。｢
新
し
い
時
代
へ

の
希
望
を
う
み
だ
す
よ
う
な
憲
法
の
あ
る

べ
き
姿
を
国
民
に
し
っ
か
り
と
提
示
す
る｣

と
述
べ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
ど
う
し
て

自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る
こ
と
が｢

新
し

い
時
代
へ
の
希
望
を
う
み
だ
す｣

の
で
し
ょ

う
か
。

世
論
調
査
で
は
、
９
条
改
憲
に
つ
い
て

｢

必
要
な
い｣

が

％
、
国
会
で
の
改
憲
論

53

議
を｢

急
ぐ
必
要
は
な
い｣

が

％
で
す
。

67

安
倍
９
条
改
憲

！
の
署
名
を
職
場
・
地

NO

域
で
強
め
、
圧
倒
的
な
世
論
の
力
で
改
憲

案
提
出
・
発
議
を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
三
八
連
絡
会
は

３
月
ま
で
、
毎
月
９
日

時
か
ら

時
ま

14

15

で
、
コ
ー
プ
あ
お
も
り
る
い
け
店
前
で
３

０
０
０
万
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。
署
名

用
紙
や
筆
記
用
具
、
掲
示
物
等
は
主
催
者

が
準
備
し
ま
す
が
、
各
団
体
・
組
合
の
署

名
用
紙
持
ち
込
み
も
自
由
で
す
。
な
お
、

３
月
に
は
館
鼻
岸
壁
朝
市
が
始
ま
る
の
で
、

下
旬
あ
た
り
か
ら
は
朝
市
署
名
に
も
取
り

三
八
地
労
連
は

月

日
、
八

12

27

戸
市
に
２
０
１
７
自
治
体
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
要
望
書
に
は
、
市
民
病
院

へ
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
診
療

科
開
設
や
小
・
中
学
校
で
の
特
別
支

援
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
支
援
で
き
る
１

日
あ
た
り
の
時
間
を
延
ば
す
こ
と
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
中
学
生
卒

業
ま
で
通
院
・
入
院
と
も
所
得
制
限

な
し
の
助
成
と
す
る
こ
と
、
政
府
に

組
む
予
定
で
す
。

職
場
署
名
の
集
約
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
取
り
組
み
を
要
請
し
ま
す
。
各
職
場

に
は
、
県
本
部
か
ら
の
署
名
用
紙
が
届
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
用
紙
が
見
つ
か

ら
な
い
、
あ
る
い
は
届
い
て
い
な
い
場
合

に
は
事
務
局
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ま
た
、

チ
ラ
シ
等
が
必
要
で
あ
れ
ば
そ
の
こ
と
も

お
知
ら
せ
下
さ
い(

電
話
・

０
１
７
８ｰ

Fax

８
７ｰ

８
８
８
６)

。

八
戸
原
水
爆
禁
止
の
会
の
６
・
９
行
動

も
３
月
ま
で
は
コ
ー
プ
あ
お
も
り
る
い
け

店
で
の
実
施
を
予
定
。
こ
ち
ら
は
毎
月
６

日
の

時
か
ら

時

分
ま
で
で
す
。

13

13

45

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
調
印
・
批
准
を
求

め
る
こ
と
、
戦
時
遺
跡
の
保
存
に
取
り
組

む
こ
と(

特
に
天
狗
沢
の
ト
ー
チ
カ
遺
跡)

等
の
他
、
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き
た
事
項

を
含
め
ま
し
た
。

な
お
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
際
に
か
な
り
前

進
的
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が(

ニ
ュ
ー
ス

１
５
７
号
記
載)

、
議
会
答
弁
で
は
実
施
を

明
言
し
て
い
な
い
の
で
、
確
実
な
実
施
を

求
め
る
意
味
で
要
望
書
に
記
載
し
ま
し
た
。

三
八
地
労
連
は
１
月

日
、
友
の
会
福

12

祉
会
館(

旧
三
八
教
育
会
館)

で
２
０
１
８

年
旗
び
ら
き
を
開
催
。
組
合
員
や
来
賓
な

ど

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

43中
道
地
労
連
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、｢

ア

メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
に
は
ハ
ー
ト
が
な
い｣

｢

で
は
安
倍
首
相
に
は
ハ
ー
ト
が
あ
る
か｣

と
問
い
か
け
、
名
前
は｢

し
ん

ぞ
う｣

だ
が
そ
れ
は
愛
情
と
い

う
意
味
の
ハ
ー
ト
で
は
な
い

と
述
べ
、
安
倍
９
条
改
憲
阻

止
と
地
労
連
の
団
結
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
来
賓
の
県
労

連
・
檜
山
康
博
事
務
局
長
は
、

改
憲
阻
止
と
安
倍｢

働
き
方
改

革｣

と
の
対
決
が
今
年
の
大
き

な
柱
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
・
松
田
勝
県
議

は
、
総
選
挙
の
結
果
と
そ
の

後
の
情
勢
に
つ
い
て
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
前
進
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

う
た
ご
え
を
楽
し
み
ま
し
た

高
橋
年
金
者
組
合
三
八
支
部
委
員
長
の

｢

団
結
と
健
康｣

を
祈
念
す
る
発
声
で
乾
杯

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
単
組
紹
介
や
う

た
ご
え
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム(

外
れ
な
し)

を

楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
に
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

【
当
面
の
日
程
】

１
月

日

青
森
年
金
裁
判
口
頭
弁
論

19

戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ

:

三
日
町
交
差
点
周
辺

13
30

１
月

日

県
春
闘
共
闘
会
議
前
期
総
会

26

：

県
労
連
会
議
室

18

00

１
月

日

八
戸
医
療
生
協
憲
法
カ
フ
ェ

27

:

福
祉
公
民
館

14
00

１
月

日

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
三
八

30

連
絡
会
、

:

組
合
セ
ン
タ

13
30

２
月
４
日

新
春
の
つ
ど
い(

年
金
者
組
合

三
八
支
部)

、

:

小
中
野

12
00

公
民
館

２
月
６
日

６
・
９
行
動
、

:

コ
ー
プ

13
00

２
月
９
日

3000

万
署
名

:

コ
ー
プ

14
00

２
月

日

戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

19

グ

:

三
日
町
交
差
点
周
辺

13
30

２
月

日

地
労
連
評
議
員
会
、

:

20

18
30

ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー

２
月

日

地
労
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

24

:

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

10
00

３
月

日

な
く
せ
！
原
発
・
核
燃
三
八

11

地
区
集
会
、

:

は
っ
ち

13
30

３
月

日

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
八

13

戸
集
会
、

:

八
戸
プ
ラ
ザ

12
00

３
月

日

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
・
予

14

３
月

日

青
森
年
金
裁
判
を
支
援
す
る

17

会
総
会
、

:13
00

※
毎
週
金
曜

:

か
ら
金
曜
行
動(

有
無

17
15

は
デ
ー
リ
ー
東
北
き
ょ
う
の
メ
モ)

三八地方労働組合総連合

(三八地労連)● 2018 年
1月 18日発行・158号●
八戸市柏崎１-10-34
5 0178-47-8886

安倍9条改憲NO！安倍｢働き方改革｣反対！

ボウリング大会
日時 2月 24日(土)10時
会場ゆりの木ボウル
会費 700円(シューズ飲み物付き)

中学生以下無料

申込 2月 20日(火)まで
氏名(フリガナ)、年齢、性別を
書き Fax で申し込んで下さい。

自治体要望書を提出 １
月
９
日
コ
ー
プ
あ
お
も
り
る
い
け
店



戦
争
法
廃
止
三
日
町
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
継
続
中

戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
三
八
連
絡
会
は

日
、
八
戸
市
三
日
町
交
差
点
付
近
で
戦

19争
法
廃
止
・
安
倍

条
改
憲

！
の
ス
タ

9

NO

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
雪
が
降
り
、

寒
い
中
で
の
行
動
で
し
た
が

人
が
参

42

加
。
戦
争
法
廃
止
・

条
を
守
ろ
う
と
リ

9

レ
ー
ト
ー
ク
と
ボ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
で
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
は
内
田
弘
志
連
絡
会
会
長(

は
ち
の
へ

八
戸
市
Ｈ
Ｐ
に

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

八
戸
市
は
昨
年

月

日
、
Ｈ
Ｐ
に
ヒ

11

21

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
紹
介
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
安
全
安

心
・
緊
急
防
災
→
防
災
情
報
→
国
民
保
護

・
平
和
と
た
ど
る
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
や
平
和
首
長
会
議
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す(｢

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
、

八
戸
市｣

で
検
索
し
た
方
が
早
い)

。

九
条
の
会)

や
田
端
文
明
・
苫
米
地
あ
つ
子

市
議(

日
本
共
産
党)

な
ど

人
が
マ
イ
ク

6

を
握
り
、
安
倍
首
相
の
言
う｢(

憲
法
に)

い

ま
あ
る
自
衛
隊
を
書
き
込
む
だ
け｣

と
の
ご

ま
か
し
を
指
摘
、

条
の
空
文
化
を
狙
う

9

も
の
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
と
厳
し
く
糾
弾

し
、｢

安
倍

条
改
憲

！
憲
法
を
生
か

9

NO

す
３
０
０
０
万
人
署
名｣

へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
今
年
は
、
１
～
３
月
も
実

施
す
る
こ
と
を
確
認
、
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す(

毎
月

日

:

三
日
町)

。

19

13
30

伊
方
３
号
機
の
運
転
差
し
止
め

阿
蘇
噴
火
の
危
険
を
警
告

四
国
電
力
・
伊
方
３
号
機
の
運
転
差
し

止
め
を
、
松
山
市
と
広
島
市
の
住
民
が
求

め
た
仮
処
分
申
請
の
即
時
抗
告
審
で
、
広

島
高
裁
は

月

日
、
火
山
事
象
の
影
響

12

13

に
よ
る
危
険
性
に
つ
い
て｢

原
子
力
規
制
委

員
会
の
判
断
は
不
合
理｣

と
し
て
、
広
島
地

裁
の
決
定
を
変
更
し
、
２
０
１
８
年
９
月

日
ま
で
運
転
を
認
め
な
い
決
定
を
出
し

30ま
し
た
。
原
発
の
運
転
を
差
し
止
め
る
高

裁
判
断
は
全
国
で
初
め
て
で
す
。

決
定
が
問
題
に
し
た
の
は
伊
方
原
発
か

ら
約
１
３
０
㎞
先
に
あ
る
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

噴
火
の
リ
ス
ク
で
、
９
万
年
前
の
過
去
最

大
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
が
原
発
敷
地
に

到
着
し
た
可
能
性
が
十
分
小
さ
い
と
は
言

え
ず
、
規
制
委
の
安
全
審
査
内
規
の
火
山

ガ
イ
ド
に
照
ら
し
て
も
原
発
立
地
は
不
適

と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

約
７
３
０
０
年
前
の
喜
界
カ
ル
デ
ラ
噴

火(

鹿
児
島
の
南
の
海
底)

で
は
、
南
九
州

か
ら
四
国
に
か
け
て
住
ん
で
い
た
縄
文
人

は
死
滅
か
食
料
を
求
め
て
移
動
、
千
年
近

く
も
無
人
の
地
に
な
り
ま
し
た
。

阿
蘇
山
が
カ
ル
デ
ラ
噴
火
し
た
際
の
危

険
や
伊
方
原
発
が
中
央
構
造
線
直
近
に
位

置
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
来
立
地
許

可
は
あ
り
得
な
い
の
で
す
。
原
発
立
地
に

あ
た
っ
て
、
カ
ル
デ
ラ
噴
火
の
危
険
を
重

視
し
た
司
法
の
警
告
の
意
味
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

(

原
発
住
民
運
動
情
報｢

げ
ん
ぱ
つ｣

を
参
考

に
し
ま
し
た
ー
新
岡)

い
い
一
日
行
動

ｰ

全
医
労
八
戸
支
部

全
医
労
八
戸
支
部
は
、
昨
年

月

日

11

10

に
「
い
い
一
日
行
動
」
を
行
い
ま
し
た
。「
療

養
介
護
事
業
」
で
看
護
師
を
生
活
支
援
員

と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
経
過
措
置
が
終
了

し
、
大
幅
な
生
活
支
援
員
の
確
保
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、「
療
養
介
護
事
業
」
に
つ
い

て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

問
題
点
と
し
て
、
看
護
助
手
と
療
養
介

護
支
援
員
の
業
務
の
住
み
分
け
が
必
要
な

こ
と
、
看
護
部
長
か
ら
療
養

介
護
支
援
員
と
し
て
採
用
す

る
た
め
、
ヘ
ル
パ
ー2

級
の

資
格
取
得
を
勧
め
ら
れ
研
修
に
通
っ
て
い

る
が
、
休
日
の
配
慮
が
な
い
状
況
、
人
員

確
保
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
重
症
心
身
障
害
者
病
棟

の
療
養
介
護
事
業
の
移
行
は
、
患
者
の
医

療
と
生
活
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
必
要

な
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

全
医
労
八
戸
支
部
は
、
重
症
心
身
障
害
者

の
療
養
の
在
り
方
を
考
え
必
要
な
人
員
の

確
保
に
向
け
て
要
求
し
て
い
ま
す
。(

森
越)

郵
政
非
正
規
署
名
に
ご
協
力
を

郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
は
、
毎
年

春
闘
の
時
期
に
、
郵
政
で
働
く
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
均
等
待
遇
と
正
社
員
化
を
求

め
る
要
請
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
要
望
事
項
は
、
非
正
規
社
員
の
採

用
、
公
正
な
採
用
と
登
用
数
の
拡
大
、
時

給
制
契
約
社
員
の
最
低
賃
金
を
全
国
ど
こ

で
も
１
０
０
０
円
以
上
に
、
夏
季
・
冬
季

休
暇
、
有
給
の
病
気
休
暇
新
設
、
正
社
員

と
の
諸
手
当
等
の
格
差
是
正
と
し
て
い
ま

す
。
取
り
組
み
は
２
月
末
ま
で
、
各
組
合

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寅
谷
正
氏
奮
闘
ー
階
上
町
長
選

階
上
町
在
住
の
年
金
者
組
合
員
・
寅
谷

正
さ
ん
が
、

月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
に

12

周
り
か
ら
押
さ
れ
、｢

希
望
あ
ふ
れ
る
階
上

を
つ
く
る
町
民
の
会｣

か
ら
立
候
補(

無
所

属)

。
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
結
果

を
報
告
し
、
町
政
の
刷
新
、
町
民
要
求
の

実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

日
に
投
票
が
行

17

わ
れ
、
１
５
１
４
票(

得
票
率

％)

を
獲

28

得
し
た
も
の
の
当
選
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。三

八
地
労
連
幹
事
会
は
、

月
の
幹
事

12

会
で
寅
谷
氏
の
支
援
を
確
認
、
幹
事
会
メ

ン
バ
ー
が
選
挙
活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

月

日
、
は
っ
ち
で
う
た
ご
え
喫
茶

ご
え
喫
茶(

年
金
者
組
合
三
八
支
部
が
運
営

12

24

が
開
か
れ
、

人
を
超
え
る
市
民
が
参
加

中
心)

の
常
連
さ
ん
の
声
に
こ
た
え
た
も
の

120

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
年
に
一
度
は
広
い

で
す
。
は
っ
ち
と
連
携
し
た
の
で
会
場
が

会
場
で
思
い
切
り
歌
い
た
い
と
い
う
う
た

無
料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
冬
の
歌
を
テ
ー

マ
に
選
曲
。
き
よ
し
こ
の
夜
、
讃
美
歌
・

い
つ
く
し
み
深
き
、
寒
い
朝
、
北
上
夜
曲
、

と
も
し
び
な
ど
、
参
加
者
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
も
こ
た
え
な
が
ら
歌
い
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
や
伴
奏
の
方
の
ギ
タ
ー
・
歌
唱
も
す
て

き
で
し
た
。

参
加
者
は
年
配
の
方
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、

代
の
方
か
ら｢

初
め
て
参
加
し
ま

30

し
た
が
、
み
な
さ
ん
若
々
し
く
て
と
て
も

元
気
で
、
す
ご
い
と
感
じ
ま
し
た｣

、
ご
夫

婦
で
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
す
ば
ら
し
か

っ
た
。
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
な
り

ま
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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